
 

 

プレスリリース 

令和５年 11 月 7 日 

独立行政法人国立科学博物館 

筑波実験植物園の昔と今を紹介 

ミニ企画展「開園 40 周年記念・筑波実験植物園の過去・現在・未来」ご案内 

  

  

 

 

 

国立科学博物館筑波実験植物園は、1983 年に設置された植

物園で、生物多様性を「知る・守る・伝える」ことをミッショ

ンとして活動しており、さまざまな植物の収集・保全・研究

を行っています。14 ヘクタール（東京ドーム 3 個分）の敷地

内に約 7,000 種もの植物を保有しており、この中には環境省

の絶滅危惧種の約 20％、日本固有種の約 24％が含まれます。 
 

当園は今年で設立 40 周年を迎えることから、この機会に 40 年の歴史を振り返り、現

状を紹介するとともに、将来を考える契機とする記念の企画展を開催することといたし

ました。 
 

本展覧会では、筑波実験植物園の開園当時に撮影された写真や工事の様子を動画で紹

介するとともに、現在の植物園の運営体制や研究・栽培業績などの特色や取り組みをパ

ネルを通してご紹介します。 
 

つきましては、展示のオープンに先立ち、 

11 月 13 日（月）13 時 30 分～14 時 30 分の間、プレス内覧会を実施いたします。 

是非、この機会にご参加いただき、記事の掲載など広報に関して特段のご高配を賜り

ますようお願い申し上げます。プレス内覧会への参加をご希望の方は、下欄のお問い合

わせ先にご一報のうえ、13 時 15 分に筑波地区研究管理棟１階 玄関ホールにお越しくだ

さい。

国立科学博物館 筑波実験植物園（園長 細矢 剛）において、11 月 14 日(火)から

1 月 21 日（日）まで、ミニ企画展「開園 40 周年記念・筑波実験植物園の過去・現

在・未来」を開催します。 

本件についての問合せ 

独立行政法人 国立科学博物館 

経営管理部研究推進・管理課研究活動広報担当：稲葉 祐一・中山 瑠衣 

担当研究員：細矢 剛（筑波実験植物園 園長） 

〒 305-0005 茨 城 県 つ く ば 市 天 久 保  4-1-1 
TEL:029-853-8984 FAX:029-853-8998 
E-mail: t-shuzai@kahaku.go.jp 

国立科学博物館ＨＰ https://www.kahaku.go.jp/ 

国立科学博物館筑波実験植物園ＨＰ      https://tbg.kahaku.go.jp/ 
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ミニ企画展「開園40周年記念・筑波実験植物園の過去・現在・未来」展示概要 

 

１．名 称 ミニ企画展「開園 40周年記念・筑波実験植物園の過去・現在・未来」 

２．主 催 独立行政法人 国立科学博物館 筑波実験植物園 

３．期 間 令和5年11月14日（火）から令和6年1月21日（日）までの52日間 

      開園時間：9時～16時30分（入園は16時まで） 

休 園 日：毎週月曜日（祝日・休日の場合は開園） 

祝日・休日の翌日（土曜・日曜日の場合は開園） 

年末年始（12月28日～1月4日） 

４．場 所 国立科学博物館 筑波実験植物園 教育棟 

５．展示内容及び関連企画 

(１)  展示パネル 

・筑波実験植物園の開園の経緯 

・主要イベント 

・歴代研究者 

・現在の研究者とスタッフ 

・特徴あるコレクション 

・SDGsへの取り組み 

(２)  展示品 

・植物園の教育普及活動で使用した出版資料など 

・植物園の受賞賞状 

(３)  動画 

・筑波実験植物園のむかしといま 

 

 

筑波実験植物園の航空写真 開園時のサバンナ温室（昭和 61 年 9 月） 


